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１  はじめに

先ず、今頃になって過去における筆者のアートセンター・カ

レッジ・オブ・デザイン（以降、ACCD）留学時作品を紹介の上、そ

の制作過程と分析結果を論考する理由を記す必要がある。その

背景には筆者の立場の変化がある。留学当時は企業のインハウ

ス・デザイナーとして自動車デザインを遂行中であり、関心も最新

デザインの傾向やスケッチの新しい技法にあった。1960年代のよ

うに、アメリカ式デザインの考え方と手法を学び、多大の成果を挙

げることができた（森本，1984）時代は過ぎてはいたが、1980年代

にはいっても米国はカーデザインの中心であり、その技術や材料

は進歩し続けていたのである。派遣した企業にとっても、留学の

成果報告を受ける立場のメンバーはプロフェッショナルのデザイ

ナーであり、授業カリキュラムという学習プロセスや方法には関心

がなかった。勿論企業内でも新人育成や、インターンの学生達を

指導するという教育機会はあるが、分離した授業ではなく、基本

はOn the jobによる先輩からの相伝である。よって、帰国報告書

にも授業の進行は概要が表記されたのみであった。また当然な

がらそれらの成果は企業内への還元が中心となり、学習カリキュ

ラムや習得方法が外部へ披露される機会はほとんどない。自動

車デザインの専門誌に留学経験者によるスケッチテクニックが公

開（内田，1973）されたこともあるが希少例である。 

しかし、その後筆者が美術系大学・デザイン学部での講師を

務めるようになり、描画に関する興味もその成果物だけではな

く、制作プロセスに移って行った。特に、名古屋学芸大学にお

いて、1年生を対象としたデザインドローイングの授業を担当・遂

行する中で、ほとんどアカデミックな描画表現を学んだ機会のな

い生徒達に、遠近法や立体と光の関係といった理論から、様々

な画材の使い方までを短期間で教える必要に迫られた中で、役

だったのがACCDにおける作品群であった。本校でも平面・立

体を問わず、制作の中心はコンピューターで行われるようになっ

ているが、その基本となる描画技術習得の価値は昔から変わら

ず、教育方法にも大きな変化はなかった。そこで、現在でもグ

ローバルに成果をあげているACCDの描画修得メソッドを解明す

ることが必要になってきた。実はACCDにおいてもPietruskaが40

年にわたってスケッチの上級クラスを担当しているように、安定

した質の高い教育が継続実施されている。つまりデザイン学習、

特にデザインドローイングの習得には普遍性が存在するといえ

る。よってACCDにおける学習システムを分析し直すことは、より

良い授業をめざす上で欠かせないことと考える。本稿では、戦後

直後の留学によるデザイン学習の経緯と意義をふりかえった上

で、筆者の体験と作品を紹介しながら、デザイン描画学習のた

めの有効なメソッドを論考する。

なお、表記のない図版は全て当時、ACCDにおいて筆者が描

画・作成したものである。
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1.1 デザイナー派遣の歴史

日本では、戦後直ぐに産業の復興がめざされ、特に欧米に

比べて遅れていたデザイン活用の重要性が指摘された。それ

は経営団体の米国視察団が帰国した際に、「これからはデザイ

ンや！」と松下幸之助氏が叫んだとの有名な逸話にはじまり、

レイモンド・ローウィーの「口紅から機関車まで」（Loewy, 1950）

が翻訳出版されて多くの美術学校出身者が啓発され、デザイ

ナーを目指した。また、ローウィーがデザインした煙草のピース

のデザイン料が、150万円だったという高額さに、一般の人々の

デザインへの関心も高まった。 

米国において、プロフェッショナルとしての工業デザイナーの

団体SIDが設立されたのは、1944年のことであったが、その概念

すらなかった日本においては、その修得・学習は急務の課題で

あった。殖産を奨励する国にとっても重要課題であり、通商産

業省とJETRO（日本貿易振興会）により欧米へのデザイン学習

のための留学派遣が実施された。主な留学先となった米国の

アートスクールセンター（現ACCD）からは教授の招聘指導も行

われた（岩田，2010）。これらの諸策により、多くの成果をあげた

が、留学時における修学内容、特にその学習プロセスが明らか

にされた例は少ない。 

1.2 自動車メーカーとACCD

自動車業界においてもその状況は同じであり、技術のみでな

くデザイン開発手法の習得は急務であった。1958年、トヨタ自

動車の森本真佐男がJETROの派遣制度によりACCDに留学し

た（森本，1984）。その後、他の自動車メーカーも独自でデザイ

ナーを派遣させるようになった。これは、帰国後に学習の成果

を活かすには、守秘と開発競争という障壁があったからであろ

う。丁度、小説「黒の試走車」（梶山，1962）が発表され、産業ス

パイが話題にもなっていた時期である。 

三菱自動車からは1966年に最初の留学生として三橋慎一が

選ばれ、ACCDに留学した（三橋，2000）。その後も、トヨタ自動

車や他のメーカーと同様に、三菱自動車からも3～4年毎に留

学生が送られ、変化するデザイン技法や自動車マーケットの傾

向を把握する手段として用いられた。なお、筆者は三橋の後、

三菱自動車として5人目となる。また主目的も初期のデザイン

の手法を学ぶことから時期を経て、基本的なスケッチやモデル

の制作技術に差はなくなったため、現地のユーザー動向の変

化とそれを背景としたデザイントレンドの把握へと変わっていっ

た。しかし、80年代前半から、各社が米国に独自のスタジオを

設営し、現地開発が定着したため、90年代後半から派遣する

ケースは見られなくなった。 

筆者の派遣が決まったのはデザイン部から稟議があげられた

訳ではなく、上層部から、デザインに新しい傾向を取り入れたい

との要請があったからである。この推移からも当時の留学に求

められていた収集すべき情報が分かる。デザイン部としては、

デザイン技術を導入する必要はその時には薄れており、定期

的に派遣要員を養成していたわけではないので、英語の能力

を基準に選定されたのが筆者であった。後になって振り返ると

描画技術の能力向上という点で大きな成果もあったわけだが、

当時の筆者は既にアシスタントの時代を経験して、主力車種の

デザインプロジェクトの生産化もいくつか実績があり、今さら海

外留学という自負はあった。しかし入社当時から自動車デザイ

ンの専門誌を見て憧れていた、ACCDへ留学ができるということ

は嬉しく、業務命令でもあり、積極的に取り組むこととなった。継

続していたプロジェクトもあったので、受け継ぎを行いながら、

語学の向上も含めて半年間の準備後、1982年1月28日にロスア

ンゼルスに到着した。

2　春学期：02/16/82-05/21/82

ACCDのある、ロスアンゼルス北部のパサデナへ到着後、運

転免許の取得、アパートの選定、画材等の購入等、準備にあ

たった。日本で使い慣れた画材もあったが、画材も含めた最新

の現地の技法を習うため、曲線定規以外はすべて現地で購入

した。特殊な画材や紙類はダウンタウンへ買いに行く必要はあ

るが、市内に大きな画材店やモデル材料を仕入れるホームセ

ンターも充実していたので、車で移動する必要はあるものの、

不自由なくデザイン学習はできた。また画材に関しては、基本

的な画材と紙等の消耗品は学校内にある画材店で逐次購入す

ることもできた。夜間クラスのある時間にも開店しているので、非

常に助けられた。　2週間かけて体制を整備し、2月12日の入学

オリエンテーションに至った。 

最初の春学期では、学校側の指導も受けながら受講クラスを

下記に決定した。この他に国際留学している生徒を対象とした

英語のクラスも受講したが、本稿での説明は省略する。ただし、

今後、日本でも外国留学生を積極的に受け入れる事例が増え

ている事情を考えると、デザイン専攻科においても日本語クラス

の設置を考慮する必要があるだろう。  

1. ADV Industrial Rendering（以降A.I.R） 1: Pietruska 

　 (4単位)　月曜日19:00～22:00・水曜日19:00～22:00 

2. ADV　Trans Design （以降A.T.D） 2: Teter (3単位)　

　 火曜日9:00～16:00 

3. Industrial Sketching （以降I.S） : Youngkin (3単位)　

　 水曜日9:00～16:00 

4. ADV Model Construction （以降A.M.C） 2: Farrer

　 (3単位) 金曜日9:00～16:00
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